
令和４年６月２８日（火） 第４号 岐阜市立木田小学校 

学校の教育目標  自分で・みんなと・創り出す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育部会 家庭教育部会 地域教育部会 

後藤 信義(支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ代表) 

中尾 真一郎(PTA 副会長) 

立川 敦(PTA 監事) 

金城 のあ(PTA 監事) 

伊藤 裕之(木田小教務主任) 

松井 美樹(PTA 成人保体長) 

山田 順子(PTA 母親委員) 

山田 美幸(子ども育成会長) 

上村 いずみ(木田小養護教諭) 

岩月 佳子(支援推進ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ) 

長屋 恭一(支援推進委員長) 

坂口 康仁(支援推進副委員長) 

坂口 勝治(交通安全協会支部長) 

松尾 ゆかり(日赤奉仕団分団長) 

恩田 由美子(地域生活委員長) 

森 英之(防犯パトロール隊代表) 

栗本 亜矢(木田小生徒指導主事) 

木田小だより 

木田小学校支援推進委員会（第 1 回会合を開きました） 

［支援推進委員会会計］ 

(木田小事務職員) 

令和 4 年度木田小支援推進委員会メンバー（敬称略） 

 6 月 16 日（木）、木田小さわやかルームにおいて、第 1 回支援推進委員会を開催しました。支援推進委

員会とは、学校運営協議会の意向を受けて、具体的に学校の教育活動を支援する計画を立てる機関です。

木田まちづくり協議会や木田小 PTA、さらに学校が委任した団体の代表の方により構成しています。 

 この 2 年間は、コロナ感染症拡大防止のため、活動は制限されていました。それでも、農業学習支援や

読み聞かせなどの学習支援など、できることを工夫して子どもたちを支えていただきました。 

 今年度は、更に感染拡大防止のための方策をとりながら、子どもたちの体験の場を充実させていきたい

と考えています。 

 第 1 回の会議では、学校長から「夢を語れる木田小の児童を育てたい」「自己有用感・肯定感がもてる児

童を育成したい」という方針を示しました。それを受けて支援推進委員会でも、積極的な体験学習の場の

設定に重点を置いて活動することになりました。今年度も子どもたちのために、よろしくお願いします。 

自分たちの手で、3 つの自慢を本物にしよう!! 

 先日、うれしい電話をいただきました。連絡してくださった方は、木田地区

の元防犯パトロールの方です。内容は、最近木田小の子たちの登下校中のあい

さつがよくて、とても嬉しい気持ちになっている。そのことを伝えたくて電話

をいれてくださったようです。数年前にはなかった光景だそうです。 

 実は昨年末にも、同じようなお話を聞きました。朝、散歩されているご夫婦

が、校門に立っていた職員に、「この地区のお子様は、よくあいさつをしてく

れます。歩くのが楽しみです。」と伝えてくれました。 

 木田小には、３つの自慢があります。「あいさつ」「学習」「そうじ」です。

まだまだ課題もありますが、あいさつについては、少しずつ本物に近づいてい

るのかな、と感じました。 

 夏休みまで、1 ヶ月を切りました。各学級で、4 月に目指した姿を思い出

し、3 つの自慢が本物になるように頑張りたいですね。 

▲写真上・下 

6 年生の学習（算数 5 月 25 日） 

仲間と協力して課題に向かいます 



◇ ８月の行事予定 

２日（火）～１７日（水）：学校閉庁期間 
    学校日直が不在期間です。 

２１日（日）：木田ふれあい夏祭り 
２９日（月）：夏季休業日最終日 
３０日（火）：学業日開始 
       夏休み明け全校集会 
       短縮４時間 給食あり 
 

◇９月の主な行事予定 
１日（木）：命を守る訓練 宝物展（～２日） 
３日（土）：土曜授業の日 

        いじめを見逃さない日 
 ７日（水）：委員会の日 
１５日（木）：心のアンケート配付 
２１日（水）：心のアンケート〆切日 
２８日（水）：就学時健康診断 
３０日（金）：委員会の日 

◇ ７月の行事予定 

４日（月）：いじめを見逃さない日 
      高齢者疑似体験（４年生） 
６日（金）：委員会の日 
      枝豆栽培（３年生）雨天：１１日 

１０日（日）：参議院選挙会場（体育館） 
１１日（月）：ふれあい生き生きサロン（４年生） 
１２日（火）～１４日（木）：個人懇談会 
       短縮日課（１３時下校） 
１５日（金）：大掃除の日 
       非行防止・犯罪防止教室 
             （３・４年生） 
１９日（火）：地区別子ども会 
       非行防止・犯罪防止教室 
             （５・６年生） 
２０日（水）：夏休み前全校集会 
２１日（木）：夏休み開始 ～８月２９日まで 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７・８月の行事予定 

自分で・みんなと・創り出す 木田小学校（6 月編） 

写真上：6 年生の代表者（提案者） 

下：ﾌﾟﾚｾﾞﾝを使っての提案 

 今年も 6 年生の子たちが、自分たちの生活をよりよいも

のにしようと、活動をしています。6 年生が課題をみつけ、

その解決に向けて話し合い、全校に提案する。自分たちで

生活を創り上げていく姿は、木田小学校の素敵な伝統にな

りつつあります。「自分で・みんなと・創り出す」木田小学

校の教育目標にあった活動です。 

 さて、今回の提案は、休み時間の使い方についてです。 

 休み時間の充実を図るため、ルールを決めカードゲーム

ができるようにしようという提案です。 

 実は、5 年生の時の 1 月に一度この提案をし、全校の理解

を得たのですが、その後の急速なコロナ感染症の拡大によ

り、実施が延期されていたものです。コロナ禍で、複数で

利用するカードゲームの利用は、不適切と判断したからで

す。 

 コロナ感染症の拡大は収束していませんが、ゲーム前後

にしっかりと、自分の手指を消毒することにより、可能に

できると判断しました。 

 また 6 年生の子たちは、休み時間のタブレットの使い方

にも疑問をもち、全校に呼びかけをしてくれました。 

 タブレットでのゲームが加熱する中、休み時間と授業の

切り替えがうまくできない人も見かけます。どんな便利な

道具も、使う人の気持ちが大切ということです。 

 下級生のみなさんも、6 年生の姿から是非とも学んでほし

いですね。 


